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問題１ 

本論文は高額な医薬品をはじめとする医療費のコストが患者、医療者、医療制

度に与える影響について論じたオーストラリアからの医学雑誌の記事である。

非常に高額であっても、有用な医薬品を必要とする稀な疾患に苦しむ患者に届

けることができるようになったのは喜ばしいことである。一方、近年開発される

多くの患者が罹患する疾患に対する薬剤も高額となってきている。限られた国

家予算配分の不均衡により、患者が薬剤費を捻出するために食事を削ったり、服

用回数を減らしたりしているという現実がある。近年、我が国においても高額医

薬品をはじめとする様々な要因が国民医療費全体を押し上げていることは広く

知られている。医薬品費、医療費の問題を英文から読み取る力、それらに対する

自分の意見を論理的に述べる能力を問う。 

 

問題２ 

本設問は、医療における「数字の伝え方」をテーマにした英文エッセイを題材

とするものである。私たちが日常的に用いている数字であっても、その示し方や

受け手の背景によって受け取り方が大きく異なることを踏まえ、将来医師とな

る受験生に、患者やその家族とよりよいコミュニケーションを図るためには数

字をどのように伝えるべきかを考えてもらうことを意図した。設問では、英文の

内容を正確に理解する力に加え、その趣旨を踏まえ、患者にどのように向き合う

べきかを自らの言葉で論理的に述べる力を評価する。    

  


